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私
は
神
戸
市
生
田
区
（
現
中
央
区
）
で
誕
生
し
ま
し

た
。
現
今
は
歓
楽
街
で
す
が
、
大
昔
は
欝
蒼
と
生
い
茂
る

生
田
の
森
で
し
た
。
後
醍
醐
帝
の
声
に
応
じ
て
「
錦
の
御

旗
」
の
基
に
馳
せ
参
ぜ
し
「
楠
正
成
一
族
」
は
、
こ
の
生

田
の
森
に
て
軍
議
を
行
い
、「
七
生
報
國
」
を
誓
っ
て
湊

川
の
決
戦
場
に
臨
み
、
足
利
尊
氏
軍
に
寡
兵
奮
闘
す
る
も

一
敗
地
に
ま
み
れ
て
散
華
し
ま
し
た
。
そ
の
遺
徳
を
偲

び
、
湊
川
神
社
が
あ
り
、
ま
た
水
戸
光
圀
公
の
建
立
と
い

う
「
嗚
呼

忠
臣
楠
氏
の
墓
」
等
々
が
往
時
を
偲
ば
せ
ま

す
。私

の
家
族
構
成
は
、
両
親
の
下
に
五
人
兄
弟
の
次
男

（
姉
一
人
）
で
し
た
。
家
業
は
紙
類
全
般
の
問
屋
で
す
。

特
に
高
名
な
各
地
方
特
産
の
高
級
和
紙
・
唐
物
の
古
紙
・

西
洋
紙
等
々
手
広
く
商
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
頃

は
従
業
員
も
番
頭
さ
ん
、
丁
稚
さ
ん
、
小
僧
さ
ん
と
奥
向

き
の
人
と
多
く
の
人
が
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
生
活
状
態

は
一
応
世
間
様
同
様
で
し
た
。
学
業
も
義
務
教
育
修
了

後
、
旧
制
県
立
第
一
高
等
商
業
学
校
（「
県
商
」
と
云
う
）

を
経
て
、
大
阪
府
立
経
済
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。

日
本
国
も
明
治
維
新
以
後
、
明
治
大
帝
の
臣
と
し
て
徴

兵
制
度
が
施
行
さ
れ
「
富
国
強
兵
の
地
歩
を
一
歩
一
歩
と

強
固
な
る
も
の
と
し
、
教
育
も
幼
児
よ
り
「
男
子
は
大
和
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魂
」、
女
子
は
「
大
和
撫
子
」
と
の
教
育
を
行
い
、
軍
部

は
ま
す
ま
す
増
長
し
、
政
界
に
ま
で
圧
力
を
加
え
、
世
を

挙
げ
て
軍
国
日
本
に
驀ばく
進しん
し
ま
し
た
。
そ
し
て
五
・
一
五

事
件
、
二
・
二
六
事
件
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ク
ー
デ
タ
ー
が

あ
り
、
政
府
首
脳
を
殺
戮
し
、
国
政
の
場
を
占
拠
す
る

等
々
の
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
八
日
、
米
英
蘭
と

決
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
（
大
東
亜
戦

争
）
に
突
入
し
ま
し
た
。
序
戦
の
優
位
も
、
ミ
ッ
ド

ウ
ェ
ー
海
戦
を
境
と
し
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
以
降
攻
守
と
こ

ろ
を
変
え
て
敗
退
と
な
る
。

国
民
に
は
誇
大
戦
果
を
発
表
し
て
士
気
の
高
揚
を
計

る
。
勿
論
、
歌
舞
音
曲
等
は
官
憲
の
許
可
を
得
る
事
、
奢しゃ

侈し
禁
止
令
で
女
性
は
装
身
具
か
ら
化
粧
・
服
装
に
至
る
ま

で
禁
止
さ
れ
、
男
は
国
民
服
、
女
は
モ
ン
ペ
で
「
ぜ
い
た

く
は
敵
だ
」、
金
銀
銅
鉄
等
金
属
の
供
出
で
、
寺
院
の
梵

鐘
か
ら
家
庭
の
鍋
釜
ま
で
供
出
す
る
こ
と
と
な
る
。「
一

億
国
民
火
の
玉
だ
」「
欲
し
が
り
ま
せ
ぬ
、
勝
つ
ま
で
は
」

と
な
り
、
政
治
的
に
は
大
政
翼
賛
会
が
発
足
。
婦
人
達
は

「
国
防
婦
人
会
」「
愛
国
婦
人
会
」
ま
た
古
い
「
五
人
組
」

の
組
織
を
取
り
入
れ
て
隣
組
制
度
な
ど
い
ず
れ
も
中
央
か

ら
の
指
示
・
命
令
に
基
づ
き
「
可
・
否
」
な
く
言
論
行
動

を
一
に
さ
せ
ら
れ
た
。

学
業
に
は
徴
兵
延
期
制
度
が
あ
っ
た
が
、「
青
天
の
霹

靂
」
の
ご
と
く
昭
和
十
八
年
「
学
徒
動
員
令
布
告
」
と
な

り
、
全
国
の
大
学
及
び
旧
制
高
専
の
男
子
学
生
は
全
員
徴

兵
対
象
者
と
な
り
、
兵
隊
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。同

年
十
月
、
神
戸
軍
管
区
の
人
は
神
戸
山
手
小
学
校
に

お
い
て
壮
丁
検
査
を
受
け
る
。
私
は
甲
種
合
格
に
な
る
。

同
年
十
二
月
一
日
付
で
西
部
第
五
十
一
部
隊
、
姫
路
第

十
師
団
野
砲
兵
連
隊
・
第
四
中
隊
四
班
（
中
隊
長
片
山
中

尉
）
に
入
隊
。
一
〇
セ
ン
チ
榴
弾
砲
の
挽
馬
部
隊
で
あ
っ

た
。「

初
年
兵
の
心
得
五
カ
条
」

第
一

早
め
し
、
早
が
け
、
早
ぐ
そ

第
二

要
領
を
旨
と
す
べ
し
、
員
数
の
確
保
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第
三

地
方
弁
を
使
う
な
、
そ
し
て
大
き
な
声

第
四

軍
馬
は
兵
器
、
陛
下
か
ら
の
預
か
り
も
の
。
兵

隊
は
一
銭
五
厘
（
ハ
ガ
キ
一
枚
）
の
消
耗
品

だ
。

第
五

軍
隊
は
、
メ
ン
コ
の
数
（
食
事
の
事
）。

右
五
カ
条
を
旨
と
す
べ
し
、
だ
っ
た
。

国
宝
姫
路
城
の
北
方
四
キ
ロ
に
あ
る
広
峰
山
標
高
（
百

メ
ー
ト
ル
）
の
山
麓
に
東
西
千
メ
ー
ト
ル
、
南
北
千
メ
ー

ト
ル
の
軍
用
地
が
あ
り
、
そ
の
中
央
を
東
西
に
道
路
が
走

る
。
北
側
が
東
か
ら
輜
重
隊
・
野
砲
隊
・
騎
兵
隊
（
捜

索
）
と
三
個
部
隊
が
位
置
し
、
南
面
は
軽
飛
行
機
が
離
着

陸
で
き
る
広
大
な
所
だ
っ
た
。
名
称
は
城
北
練
兵
場
。

軍
事
訓
練
は
砲
の
操
作
・
乗
馬
・
通
信
・
観
測
と
各
部

署
の
練
達
で
あ
る
。
乗
馬
訓
練
は
一
般
の
巻
乗
り
・
速

歩
・
早
駆
け
・
遠
乗
り
、
そ
し
て
馬
具
を
装
備
し
て
砲
の

牽
引
作
業
が
あ
る
。
御
者
三
人
、
前
中
後
、
馬
は
二
頭
ペ

ア
ー
の
六
頭
立
て
で
牽
引
す
る
。
西
部
劇
の
ス
タ
ー
に
で

も
な
っ
た
気
持
ち
が
せ
ぬ
で
も
な
か
っ
た
が
、
後
馬
の
御

者
と
な
れ
ば
、
馬
体
重
七
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
巨
体
で
背
中

が
広
く
騎
座
が
締
ま
ら
ぬ
と
、
悪
路
で
は
、
砲
を
引
く
木

幹
が
跳
ね
上
が
っ
て
、
足
を
払
わ
れ
て
落
馬
す
る
ケ
ー
ス

も
間
々
あ
り
、
危
険
度
の
高
い
訓
練
で
あ
る
。

六
頭
の
馬
軍
を
つ
け
砲
車
に
繫
ぎ
引
か
す
ま
で
の
準
備

は
、
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
な
け
れ
ば
予
定
の
時
間
内
に
参

ら
ぬ
も
の
で
、
三
人
の
御
者
が
協
同
し
て
作
業
す
る
訓
練

の
反
復
で
あ
る
。
現
代
も
競
馬
が
好
き
に
な
れ
な
い
理
由

は
、
あ
の
当
時
馬
の
世
話
を
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ

れ
る
。

軍
隊
で
は
馬
は
大
切
な
兵
器
で
あ
る
。
何
事
に
も
ま
ず

お
馬
様
が
優
先
で
あ
る
。
各
中
隊
に
は
専
属
の
厩
が
あ

り
、
馬
当
番
が
そ
れ
ぞ
れ
一
頭
ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
る
。

生
き
物
で
あ
る
だ
け
に
管
理
が
難
し
い
。
特
に
馬
は
腸
が

細
く
長
い
の
で
飲
食
の
チ
ェ
ッ
ク
が
大
切
で
あ
る
。
水すい
嗽そう

と
称
し
て
、
一
日
に
二
回
以
上
水
飲
み
場
へ
連
れ
出
し
、

一
口
・
二
口
・
三
口
と
喉
を
鳴
ら
し
な
が
ら
飲
む
の
を
確

か
め
、
何
回
飲
ん
だ
か
を
当
番
下
士
官
に
報
告
、
記
録
し

て
健
康
の
管
理
を
す
る
の
で
あ
る
。

朝
は
兵
科
の
者
よ
り
三
十
分
早
く
起
床
し
、
厩
で
ま
ず
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馬
糞
の
回
収
、
寝
草
干
し
、
金
櫛
に
よ
る
馬
体
の
手
入

れ
、
蹄
蹉
の
手
入
れ
、
そ
し
て
飼
葉
（
岩
塩
を
充
分
い
れ

る
）
を
与
え
る
。
す
べ
て
終
了
後
に
、
兵
隊
の
朝
食
に
な

る
。
何
事
で
も
朝
飯
前
の
一
仕
事
と
云
う
が
軍
馬
に
関
し

て
は
重
労
働
だ
っ
た
。

ま
た
廊
下
不
寝
番
と
も
な
れ
ば
、
徹
夜
で
自
隊
の
馬
の

管
理
を
二
人
で
担
当
す
る
の
だ
。
当
番
士
官
の
巡
察
が
あ

る
の
で
怠
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
初
年
兵
を
体
験
し

て
、
つ
く
づ
く
人
間
に
生
ま
れ
た
の
を
情
け
な
く
思
う
の

で
あ
っ
た
。

厩
の
各
棟
は
中
央
に
通
路
が
あ
り
、
馬
頭
を
壁
に
向
け

て
繫
ぐ
の
で
両
側
の
馬
に
同
時
に
蹴
ら
れ
る
と
逃
げ
場
が

な
い
。
元
来
、
馬
は
臆
病
で
「
オ
ー
ラ
、
オ
ー
ラ
」
と
掛

け
声
を
か
け
て
予
告
す
れ
ば
、
ま
ず
蹴
ら
れ
る
こ
と
が
な

い
が
、
当
初
は
甚
だ
危
険
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
私
に

割
り
当
て
ら
れ
た
馬
は
「
家
泰
号
」、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー

系
の
後
馬
で
七
五
〇
キ
ロ
も
あ
っ
た
。
お
と
な
し
い
性
格

で
良
く
懐
い
て
く
れ
た
。
馬
は
甘
味
品
が
好
物
で
す
。
角

砂
糖
や
人
参
を
手
当
し
て
手
な
づ
け
た
。

中
隊
に
は
数
十
頭
の
馬
が
在
籍
し
、
中
に
は
初
年
兵
で

は
扱
い
切
れ
な
い
癖
馬
も
い
る
。
一
番
た
ち
の
悪
い
の
は

熊
癖
馬
で
、
後
脚
で
立
っ
て
抱
き
付
く
。
負
傷
だ
け
で
は

済
ま
ぬ
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
愛
情
が
あ
れ
ば
心
が
通

じ
る
の
は
人
も
馬
も
同
じ
だ
。
し
か
も
癖
馬
ほ
ど
乗
馬
と

し
て
良
い
と
云
う
の
も
皮
肉
な
も
の
だ
。
馬
の
腹
痛
は
命

取
り
に
な
り
か
ね
な
い
。
馬
の
腸
は
細
く
長
い
の
で
直
ぐ

詰
ま
る
。
も
し
も
の
事
が
あ
れ
ば
係
は
営
倉
（
罰
と
し
て

獄
舎
入
り
）
も
の
で
あ
る
。

非
常
事
態
と
な
れ
ば
、
当
番
だ
け
で
な
く
班
を
あ
げ
て

手
当
に
あ
た
る
。
バ
ケ
ツ
に
浣
腸
液
を
入
れ
、
上
か
ら

ホ
ー
ス
で
肛
門
に
注
入
す
る
。
馬
の
両
腹
を
藁
で
こ
す

る
。
一
生
懸
命
だ
。
効
果
が
あ
る
と
ホ
ー
ス
を
も
っ
た
浣

腸
係
は
、
一
度
に
排
泄
物
を
頭
か
ら
全
身
に
浴
び
て
馬
糞

だ
ら
け
。
し
か
し
軍
馬
は
陛
下
か
ら
お
預
か
り
し
た
兵

器
、
責
任
を
果
た
せ
た
喜
び
が
大
き
く
、
全
員
で
祝
盃
を

あ
げ
た
次
第
だ
。
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内
務
班
教
育
は
舎
外
訓
練
以
上
に
初
年
兵
に
は
厳
し

い
。
自
分
の
身
の
廻
り
は
勿
論
、
二
年
兵
（
モ
サ
）
の
世

話
、
銃
器
の
手
入
れ
、
班
内
の
整
理
整
頓
、
何
一
つ
欠
け

て
も
古
兵
殿
の
「
イ
ビ
リ
の
対
象
」
と
な
る
。
そ
れ
を
軍

隊
で
は
「
気
合
を
入
れ
る
」
と
い
っ
て
幾
通
り
も
の
「
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
の
手
法
」
が
あ
る
。「
ミ
ン
ミ
ン
」「
自
転

車
」「
寄
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」「
三
八
式
歩
兵
銃
殿
」

「
対
抗
ビ
ン
タ
」
と
名
称
が
付
い
て
い
て
、
二
年
兵
の

リ
ー
ド
で
毎
晩
各
班
で
競
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
番
矛
盾
を
感
じ
た
の
は
「
対
抗
ビ
ン
タ
」
だ
、
初
年

兵
同
士
が
向
か
い
合
っ
て
頰
べ
た
を
張
り
合
う
が
、
二
年

兵
が
監
視
し
て
い
て
、
良
い
加
減
に
は
で
き
ず
、
段
々
と

真
剣
に
殴
り
合
い
に
な
る
。
奥
歯
を
嚙
み
締
め
て
眼
を
つ

む
り
な
が
ら
（
心
の
中
で
は
共
に
赦
せ
る
と
）
ま
る
で
喜

劇
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
悲
劇
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
脱
落
者

の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
れ
ら
の
制
裁
に
よ
る
も
の
で
、
我
が

中
隊
で
も
、
一
人
放
馬
（
営
内
か
ら
脱
走
）、
一
人
自
殺

者
が
出
た
の
で
あ
る
。

営
内
生
活
を
経
験
せ
ぬ
と
わ
か
ら
な
い
が
上
等
兵
と
も

な
れ
ば
神
様
で
、
階
級
と
メ
ン
コ
の
数
は
絶
対
的
で
あ

る
。楽

し
み
と
云
え
ば
、
軍
歌
演
習
や
酒
保
（
物
品
販
売
・

飲
食
所
）、
家
族
の
面
会
と
外
出
許
可
で
映
画
館
へ
行
く

位
だ
っ
た
。
な
お
「
我
が
国
の
軍
隊
は
世
々
天
皇
の
統
率

し
給
う
と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
上
官
の
訓
話
や
命
令
の
中
で

陛
下
の
お
名
前
が
出
る
度
に
「
畏
れ
多
く
も
」
が
つ
く

が
、
そ
の
時
、
直
ち
に
全
員
が
直
立
不
動
の
姿
勢
を
取
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
聞
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
御
真
影

は
必
ず
箱
に
入
れ
お
納
め
す
る
規
定
で
あ
る
。

ま
た
地
方
言
葉
と
軍
隊
言
葉
の
違
い
の
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、
ポ
ケ
ッ
ト
は
物
入
れ
、
シ
ャ
ツ
、
ス
テ
テ
コ
は
襦

袢
、
股
下
。
ゲ
ー
ト
ル
は
巻
脚
絆
。
ま
た
不
動
の
姿
勢
は

「
軍
人
基
本
の
姿
勢
に
し
て
、
内
に
軍
人
精
神
充
溢
し
外

厳
粛
端
正
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
こ
の
よ
う
な
名
詞

言
語
が
自
然
に
話
の
中
に
出
て
来
る
よ
う
に
な
る
と
軍
人

精
神
が
入
っ
て
来
た
こ
と
に
な
る
。
班
か
ら
一
歩
で
も
出

る
時
は
、
廊
下
の
端
で
必
ず
大
声
で
目
的
と
行
先
を
申
告

す
る
。
例
え
ば
「
柏
井
二
等
兵
厠
へ
行
っ
て
参
り
ま
す
」。
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ま
た
帰
班
の
時
「
柏
井
二
等
兵
只
今
厠
よ
り
帰
っ
て
参
り

ま
し
た
」
と
い
う
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

翌
年
三
月
、
甲
種
幹
部
候
補
生
の
教
育
過
程
中
に
、
陸

軍
航
空
士
官
候
補
生
を
受
験
せ
よ
と
一
方
的
に
命
ぜ
ら
れ

た
。
軍
馬
と
の
付
合
で
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
の
で
、
喜
ん

で
受
験
を
決
意
し
た
次
第
で
す
。
姫
路
第
五
十
一
部
隊
よ

り
柳
瀬
士
官
候
補
生
と
二
人
、
宇
都
宮
の
陸
軍
飛
行
士
官

学
校
へ
受
験
の
た
め
出
張
で
す
。
体
力
検
査
・
手
足
の
バ

ラ
ン
ス
・
視
力
は
最
重
要
で
一
・
二
以
上
、
紙
上
の
能
力

テ
ス
ト
等
。
終
了
後
、
小
生
一
人
合
格
通
知
を
受
領
。
直

ち
に
下
志
津
陸
軍
司
偵
師
団
（
師
団
長
片
倉
少
将
）
第
七

司
偵
学
生
と
し
て
入
隊
す
る
。
同
期
学
生
は
全
兵
科
よ
り

選
抜
さ
れ
た
候
補
生
か
ら
少
佐
ま
で
の
四
十
人
、
集
合
教

育
を
受
け
る
。

学
科
は
気
象
・
通
信
・
写
真
航
法
が
主
た
る
も
の
。
実

技
教
育
は
陸
軍
双
発
高
等
練
習
機
で
あ
る
。
航
法
が
一
番

の
難
関
で
、
基
本
学
習
の
あ
と
地
点
か
ら
地
点
の
陸
上
飛

行
か
ら
、
三
点
の
三
角
航
法
に
な
り
、
最
終
の
海
上
訓
練

飛
行
と
な
る
。
経
験
を
積
ま
ぬ
と
中
々
予
定
通
り
に
目
的

地
に
到
着
し
な
い
。
飛
行
機
の
風
防
ガ
ラ
ス
を
幌
で
覆
っ

て
、
計
器
の
み
を
頼
り
の
飛
行
訓
練
が
続
く
。
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
で
風
向
風
速
が
違
う
の
で
そ
れ
を
修
正
し
な
が

ら
飛
ぶ
。
最
初
の
変
針
で
の
ミ
ス
が
最
終
点
で
は
、
何
一

〇
キ
ロ
も
違
う
こ
と
に
な
り
、
教
官
か
ら
注
意
さ
れ
通
し

で
あ
る
。
し
か
し
、
お
互
い
命
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で

必
死
。
徐
々
に
上
達
し
て
い
く
。

し
か
し
実
戦
に
入
れ
ば
、
気
象
班
か
ら
あ
ら
か
じ
め

コ
ー
ス
の
天
候
を
聞
い
て
、
飛
行
航
路
を
作
成
す
る
。

高
々
度
に
な
る
と
地
形
の
影
響
を
受
け
な
い
が
、
一
万

メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
と
冬
季
は
偏
西
風
が
強
く
吹
く
。

向
か
い
風
に
な
る
と
減
速
さ
れ
、
到
着
時
間
が
そ
れ
だ
け

遅
延
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
高
空
で
は
酸
素
マ
ス
ク
を

使
用
し
な
が
ら
の
通
信
・
写
真
・
偏
流
測
定
・
偵
察
等
の

任
務
を
完
璧
に
こ
な
す
の
は
容
易
で
な
い
。

我
が
中
隊
長
、
斎
藤
大
尉
は
南
太
平
洋
・
東
南
ア
ジ
ア

戦
線
で
体
験
し
た
猛
者
で
、
敵
機
の
背
後
か
ら
の
攻
撃
を

直
感
で
摑
む
よ
う
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
生
き
残
れ
た
と
の
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事
。
現
在
と
違
い
機
材
が
悪
く
、
ま
さ
に
神
業
で
、
宮
本

武
蔵
級
の
名
人
か
達
人
の
境
地
で
な
い
と
、
新
司
偵
の
立

派
な
空
中
勤
務
者
と
は
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

同
期
生
中
に
は
、
学
習
や
飛
行
訓
練
に
つ
い
て
行
け

ず
、
二
割
程
度
の
落
伍
者
が
出
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
多
忙
で
厳
し
い
訓
練
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
楽
し

い
一
面
も
あ
っ
た
。
飛
行
機
、
特
に
空
中
勤
務
者
は
一
般

兵
科
と
違
い
特
別
待
遇
で
あ
っ
た
。
給
与
に
は
危
険
加
俸

が
つ
き
、
食
事
は
大
変
な
御
馳
走
の
大
豪
華
版
、
飯
は
銀

白
米
、
デ
ザ
ー
ト
付
き
、
当
時
不
足
が
ち
な
、
肉
、
魚
貝

か
ら
酒
類
、
タ
バ
コ
等
何
一
つ
不
自
由
し
な
か
っ
た
。
同

じ
将
校
集
会
所
で
の
食
事
で
も
、
一
般
兵
科
の
将
校
さ
ん

は
麦
飯
で
、
副
食
も
一
般
食
の
一
品
だ
っ
た
。
空
軍
で
あ

る
故
に
の
待
遇
だ
っ
た
。
が
私
は
心
中
、
決
戦
時
だ
「
奢

る
事
罷
り
成
ら
ぬ
」
だ
っ
た
。

昭
和
十
九
年
十
月
卒
業
と
同
時
に
任
官
し
、
晴
れ
て
陸

軍
少
尉
と
な
り
、
第
二
中
隊
付
を
命
ぜ
ら
れ
、
即
原
隊
よ

り
東
部
軍
司
令
部
（
司
令
官
・
藤
江
大
将
）
作
戦
室
通
信

班
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
東
京
へ
出
向
す
る
。
東
部
軍
司
令

部
は
皇
居
お
よ
び
関
東
全
域
を
防
衛
す
る
元
締
で
あ
る
。

宮
城
の
お
濠
内
に
司
令
部
が
あ
り
。
陸
上
軍
防
衛
集
団
、

防
空
戦
隊
集
団
、
高
射
砲
集
団
、
電
探
部
隊
、
偵
察
飛
行

師
団
か
ら
構
成
さ
れ
、
作
戦
室
に
は
中
央
に
関
東
全
域
の

作
戦
盤
が
あ
り
、
時
々
刻
々
の
動
き
を
参
謀
が
駒
を
動
か

し
な
が
ら
作
戦
を
立
て
る
。
新
し
い
命
令
が
出
れ
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
隊
へ
担
当
の
通
信
部
か
ら
伝
達
す
る
と
共
に
、

第
一
線
の
状
況
を
作
戦
室
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

私
は
末
席
に
て
傍
観
拝
聴
す
る
。

日
本
軍
は
既
に
マ
リ
ア
ナ
沖
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ア
号
）

作
戦
に
敗
れ
、
サ
イ
パ
ン
は
十
月
に
陥
落
し
、
間
も
な
く

Ｂ
29
に
よ
る
日
本
本
土
へ
の
爆
撃
が
予
測
さ
れ
た
。
我
が

下
志
津
司
偵
本
隊
は
サ
イ
パ
ン
の
米
軍
航
空
基
地
や
、
硫

黄
島
方
面
の
偵
察
の
任
に
就
い
て
い
た
が
、
特
に
本
土
決

戦
に
な
れ
ば
関
東
方
面
へ
の
米
軍
上
陸
地
点
を
九
十
九
里

浜
（
千
葉
県
）
と
想
定
さ
れ
、
同
方
面
の
太
平
洋
海
面
の

定
期
的
捜
索
も
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
千
葉
の

銚
子
を
基
点
と
し
た
海
上
の
扇
状
捜
索
を
実
施
す
る
こ
と
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と
な
っ
た
。

扇
状
捜
索
と
は
四
機
が
ペ
ア
を
組
み
、
基
点
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
向
に
向
か
っ
て
、
同
時
に
二
〇
〇
キ
ロ
沖
に

飛
び
、
五
〇
キ
ロ
隣
接
機
の
方
向
へ
変
針
。
次
い
で
基
点

に
帰
来
す
る
。
所
謂
三
角
航
法
の
複
合
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
依
る
捜
索
の
テ
リ
ト
リ
ー
は
必
ず

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
敵
の
動
向
を
一
早
く
把
握
し
得

る
、
確
率
の
高
い
捜
索
法
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
東
部

軍
に
お
け
る
私
の
責
務
は
こ
の
捜
索
機
と
の
連
絡
で
、
無

線
通
話
及
び
暗
号
電
信
に
よ
る
が
、
敵
の
解
読
力
が
優
れ

て
い
る
の
で
、
生
電
は
御
法
度
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
短
い
モ
ー
ル
ス
で
交
信
し
た
。
但
し
、
長
文
の
も

の
は
数
字
で
打
ち
、
乱
数
表
に
よ
る
解
読
と
云
う
次
第
で

す
。果

た
せ
る
か
な
、
十
一
月
一
日
の
Ｂ
29
来
襲
が
あ
り
、

日
を
追
っ
て
爆
撃
が
激
し
く
な
る
。
東
部
軍
所
属
の
第
十

飛
行
師
団
も
本
格
的
迎
撃
態
勢
を
整
え
た
。
海
軍
も
独
自

の
防
空
陣
を
張
っ
て
い
た
が
、
正
直
云
っ
て
、
陸
軍
と
海

軍
は
バ
ラ
バ
ラ
の
感
が
無
い
で
も
な
か
っ
た
。

飛
行
師
団
は
第
二
十
三
・
四
十
七
・
五
十
三
・
二
四
四

の
各
戦
隊
が
あ
り
、
二
式
戦
（
鍾
馗
）、
三
式
戦
（
飛

燕
）、
四
式
戦
（
疾
風
）
の
主
力
戦
闘
機
で
編
成
さ
れ
て

い
た
。
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
米
軍
の
本
格
爆

撃
は
、
一
万
メ
ー
ト
ル
上
空
で
接
近
し
、
し
か
も
強
い
偏

西
風
に
乗
っ
て
く
る
。
そ
の
速
度
に
は
友
軍
の
戦
闘
機
に

は
追
い
付
け
な
か
っ
た
。
ま
た
高
射
砲
も
八
千
メ
ー
ト
ル

が
限
度
だ
っ
た
。
敵
機
は
思
い
の
ま
ま
行
動
し
た
。
歯
が

ゆ
い
限
り
だ
っ
た
。
日
本
と
米
国
の
技
術
力
の
差
を
ま
ざ

ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
切
歯
扼
腕
せ
り
。

右
の
結
果
、
第
十
飛
行
戦
隊
は
各
戦
隊
に
体
当
た
り
専

門
の
「
震
天
制
空
隊
」
を
編
成
し
、
こ
の
活
躍
で
や
っ
と

戦
果
を
挙
げ
ら
れ
た
が
、
圧
倒
的
物
量
で
押
し
て
く
る
力

の
差
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。
成
層
圏
を
四
本
の
白
線

を
引
い
て
来
襲
す
る
Ｂ
29
。
た
ま
た
ま
震
天
隊
の
攻
撃
を

司
令
部
の
屋
上
か
ら
観
戦
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
友
軍
の

戦
闘
機
が
体
当
た
り
し
て
天
空
に
飛
行
翼
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
舞

い
落
ち
、
Ｂ
29
か
ら
白
煙
が
立
ち
昇
る
。
体
当
た
り
成

功
。
し
ば
ら
く
し
て
、
日
本
機
の
落
下
傘
が
開
き
、
搭
乗
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者
無
事
脱
出
す
る
。
思
わ
ず
「
万
歳

」
と
叫
ん
だ
も
の

だ
。
後
刻
判
明
、
あ
の
体
当
た
り
機
は
、
東
部
軍
司
令
官

陸
軍
大
将
藤
江
恵
輔
よ
り
感
状
が
授
与
さ
れ
た
。
第
二
四

四
戦
隊
小
林
大
尉
と
知
っ
た
。

敵
は
昭
和
二
十
年
に
な
っ
て
夜
間
空
襲
の
焼
夷
弾
攻
撃

を
無
差
別
に
行
っ
た
（
非
戦
闘
員
攻
撃
）。
照
明
燈
に
照

ら
し
出
さ
れ
た
Ｂ
29
に
高
射
砲
が
発
射
さ
れ
、
炸
裂
し
た

瞬
間
は
花
火
大
会
か
と
思
わ
れ
る
錯
覚
に
落
ち
た
美
し
い

も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
市
街
地
は
多
方
面
に
わ
た
り
火
災

が
発
生
し
、
こ
の
世
の
出
来
事
と
は
思
え
ぬ
光
景
が
出
現

し
、
民
衆
の
阿
鼻
叫
喚
と
化
し
た
。
こ
の
時
の
東
京
大
空

襲
を
神
田
の
兵
舎
（
疎
開
を
終
え
た
小
学
校
）
で
体
験
す

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
夜
明
け
れ
ば
一
望
焼
野
ケ
原
。

東
京
湾
ま
で
見
渡
せ
る
変
わ
り
果
て
た
東
京
で
あ
っ
た
。

丸
焦
げ
の
累
々
た
る
屍
体
。
一
般
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
戦

争
は
、
一
日
も
早
く
止
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
硫
黄
島
、
そ
れ
か
ら
沖
縄
へ
米
軍

上
陸
。
私
は
下
志
津
へ
帰
隊
し
、
百
式
Ⅲ
型
に
搭
乗
す

る
。
こ
の
時
点
で
、
第
十
飛
行
師
団
の
全
搭
乗
員
は
特
別

攻
撃
隊
員
と
な
る
。「
神
鷲
隊
」
は
沖
縄
特
攻
、「
振
武

隊
」
は
関
東
防
衛
で
あ
る
。「
神
鷲
隊
」
の
連
中
は
、
下

志
津
で
連
日
特
攻
訓
練
に
徹
す
。
訓
練
が
終
わ
っ
た
攻
撃

隊
は
六
機
編
成
で
当
隊
か
ら
誘
導
機
に
先
導
さ
れ
て
、
目

的
地
に
向
か
う
こ
と
と
な
っ
た
。

出
陣
が
決
定
し
た
隊
員
は
個
室
を
与
え
ら
れ
、
出
入
口

に
は
御
幣
を
張
っ
て
、
生
き
神
様
と
し
て
処
遇
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
私
も
出
陣
式
に
立
ち
合
っ
た
が
、
出
撃
に
際

し
、
特
攻
隊
員
は
飛
行
場
で
別
れ
の
宴
を
張
る
。
我
が
師

団
か
ら
の
初
め
て
の
出
陣
式
に
は
賀
陽
宮
殿
下
、
片
倉
飛

行
師
団
長
も
出
席
さ
れ
、
恩
賜
の
酒
と
煙
草
が
配
ら
れ
、

一
人
一
人
と
挨
拶
を
交
わ
さ
れ
激
励
を
さ
れ
た
が
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
は
さ
ほ
ど
の
緊
迫
し
た
悲
壮
感
は
無
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

日
を
追
っ
て
じ
り
じ
り
と
包
囲
網
を
縮
め
て
き
た
米
軍

は
、
硫
黄
島
か
ら
戦
闘
機
Ｐ
51
や
、
機
動
艦
隊
か
ら
の
グ

ラ
マ
ン
の
飛
来
が
多
く
な
っ
た
。

部
隊
は
栃
木
県
壬
生
飛
行
場
へ
移
動
す
る
。
地
上
の
兵
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舎
は
、
戦
闘
機
の
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
や
ロ
ケ
ッ
ト
の
攻
撃

を
受
け
る
た
め
空
中
勤
務
者
は
地
下
兵
舎
に
移
転
す
る
。

飛
行
機
は
必
ず
誘
導
路
に
て
場
外
の
防
空
壕
に
退
避
さ
せ

る
。
従
っ
て
緊
急
発
進
の
対
応
が
で
き
ず
戦
力
の
大
幅
な

低
下
と
な
っ
た
。
爆
撃
に
次
ぐ
爆
撃
で
航
空
機
生
産
工
場

は
破
壊
さ
れ
、
新
鋭
機
の
補
充
も
少
な
く
、
部
品
器
材
の

補
給
も
低
下
、
整
備
員
の
熟
練
者
も
激
減
し
、
特
に
燃
料

不
足
の
た
め
「
松
根
油
」
を
使
用
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
に
混

入
す
る
と
、
オ
ク
タ
ン
価
が
通
常
一
〇
〇
の
と
こ
ろ
が
九

〇
以
下
に
な
る
と
い
う
状
態
で
す
。
こ
の
た
め
高
高
度
の

飛
行
は
不
可
と
な
り
「
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
」
日
本
は
加
速

度
的
に
敗
戦
の
方
向
へ
と
落
ち
て
行
っ
た
。

五
月
、
中
隊
よ
り
小
生
以
下
三
人
、
新
潟
の
飛
行
場
へ

出
向
命
令
が
出
る
。
状
況
説
明
で
は
、
米
潜
が
日
本
海
に

出
没
し
、
大
陸
か
ら
内
地
、
特
に
新
潟
へ
物
資
を
運
ん
で

く
る
日
本
の
輸
送
船
を
魚
雷
攻
撃
す
る
被
害
が
拡
大
し
て

い
る
の
を
防
止
す
る
た
め
だ
と
の
事
。
警
戒
に
は
ド
イ
ツ

製
の
対
潜
警
戒
機
（
フ
ィ
ゼ
ラ
ー
）
を
使
用
し
た
。
着
任

早
々
、
同
機
の
両
翼
に
二
五
キ
ロ
爆
弾
二
発
を
装
備
し
て

警
戒
飛
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

新
潟
の
飛
行
場
を
発
っ
て
佐
渡
南
端
の
灯
台
、
そ
こ
か

ら
西
進
し
て
能
登
の
先
端
灯
台
、
そ
し
て
新
潟
へ
帰
還
す

る
。
勤
務
中
に
は
何
ら
の
戦
果
も
な
か
っ
た
が
、
一
度
佐

渡
と
新
潟
の
中
間
で
「
特
報
」
が
入
る
。
敵
潜
に
攻
撃
さ

れ
、
火
災
発
生
中
と
の
事
で
、
緊
急
進
行
し
て
現
場
上
空

へ
、
敵
影
は
な
く
輸
送
船
は
炎
焼
中
で
、
今
に
も
沈
没
し

そ
う
に
な
っ
て
傾
い
て
い
た
の
が
強
烈
に
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
現
隊
に
復
帰
し
て
勤
務
精
励
で
す
。

米
軍
、
広
島
へ
原
爆
投
下
。
自
隊
に
は
東
部
軍
司
令
部

と
の
直
通
の
情
報
部
が
あ
っ
て
、
即
日
広
島
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
発
の
特
殊
爆
弾
の
強
力
な
る

威
力
を
知
り
、
い
よ
い
よ
最
後
の
時
が
来
た
と
思
わ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

敵
は
ま
す
ま
す
勝
ち
誇
り
、
六
月
末
頃
よ
り
我
が
飛
行

場
に
も
連
日
艦
載
機
に
よ
る
機
銃
や
ロ
ケ
ッ
ト
弾
攻
撃
を

敢
行
し
て
く
る
状
況
と
な
っ
た
。
飛
行
場
大
隊
の
防
衛
機

銃
隊
も
、
あ
ま
り
の
激
し
い
攻
撃
に
対
し
て
反
撃
も
で
き
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ぬ
よ
う
だ
っ
た
。
己
の
身
を
守
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
状

態
だ
っ
た
。
何
が
恐
ろ
し
い
と
い
っ
て
も
、
頭
上
に
迫
り

来
る
幾
百
、
千
の
機
銃
猛
射
の
曳
光
弾
・
弾
丸
・
ロ
ケ
ッ

ト
攻
撃
で
あ
る
。
鷹
に
狙
わ
れ
た
小
雀
か
、
蛇
に
睨
ま
れ

た
蛙
の
ご
と
く
残
念
な
が
ら
五
体
が
硬
直
し
、
微
動
だ
に

で
き
ず
、
だ
っ
た
。

友
軍
の
飛
行
機
の
離
着
陸
は
、
指
令
塔
か
ら
の
指
示
に

よ
り
行
う
が
、
敵
機
の
跳
梁
す
る
状
況
で
は
、
敵
が
退
去

し
た
時
で
な
い
と
行
動
で
き
な
い
。
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
で
ス

タ
ー
ト
し
た
り
、
着
陸
の
許
可
が
出
て
滑
走
路
に
下
り
て

く
る
と
、
雲
の
中
に
隠
れ
て
い
た
艦
載
機
が
急
襲
す
る
。

し
ば
し
ば
撃
墜
炎
上
さ
れ
る
事
が
あ
っ
た
。
地
上
勤
務
の

軍
人
は
「
切
歯
扼
腕
」
す
る
も
致
し
方
無
し
だ
っ
た
。
今

や
日
本
本
土
の
空
は
、
完
全
に
敵
の
制
空
権
下
に
入
っ
て

し
ま
っ
た
。

一
方
的
防
戦
の
続
く
中
、
八
月
十
五
日
終
戦
の
詔
勅
下

る
。
我
々
に
対
し
海
軍
航
空
隊
よ
り
徹
底
抗
戦
の
呼
び
掛

け
が
あ
っ
た
が
、
特
に
我
が
中
隊
は
、
短
略
的
な
感
情
論

に
組
せ
ず
、
斉
藤
中
隊
長
の
下
に
団
結
し
、
師
団
命
令
を

尊
重
す
る
方
針
を
取
っ
た
。
旬
日
を
経
ず
米
軍
よ
り
師
団

所
有
の
全
機
を
飛
行
場
に
並
べ
、
一
週
間
以
内
に
全
機
の

ペ
ラ
も
外
せ
と
の
命
令
が
来
た
。

急
遽
重
要
書
類
（
私
物
を
含
め
）
を
焼
却
す
る
。
次
い

で
第
一
線
の
空
中
勤
務
者
は
、
早
急
に
解
任
、
帰
郷
さ
す

べ
し
の
令
下
る
。
我
々
は
九
月
一
日
付
に
て
解
任
、
除
隊

な
る
。
小
生
は
九
月
十
五
日
、
宇
都
宮
か
ら
東
京
経
由
で

帰
神
し
ま
し
た
。

沿
線
の
重
要
都
市
は
申
す
ま
で
も
な
く
完
全
な
焼
野
原

で
瓦
礫
の
山
だ
っ
た
。
種
々
悲
話
、
哀
話
が
あ
っ
た
が
、

胸
奥
に
綴
り
込
め
て
、
あ
の
世
ま
で
持
っ
て
行
く
。
今
振

り
返
れ
ば
悪
夢
の
よ
う
な
戦
時
中
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
功

罪
は
歴
史
が
評
価
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
私
の
人

生
八
十
年
の
間
で
、
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
一
番
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
。

な
お
若
く
し
て
尊
い
生
命
を
、
日
本
の
現
今
の
礎
の
た

め
に
捧
げ
た
勇
者
達
の
御
冥
福
を
心
よ
り
祈
り
ま
す
。

追
記
・
語
り
終
え
て
、
長
嘆
息
「
同
期
の
友
は
（
学
徒

動
員
軍
人
）
南
に
北
へ
と
任
地
は
異
な
り
ま
し
た
が
、
大
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多
数
が
散
華
し
た
」
と
暫
時
追
想
、
眼
頭
に
光
る
も
の
を

見
た
。
筆
者
。

極
秘
電
文

厳
冬
に
頭
か
ら
水
を
冠
す

香
川
県

向

山

正

数

私
は
東
香
川
の
松
原
で
生
ま
れ
、
家
族
は
祖
母
と
両

親
、
兄
が
一
人
、
私
は
次
男
で
弟
が
一
人
、
妹
が
二
人
の

五
人
の
兄
妹
の
八
人
家
族
で
し
た
。

讃
岐
地
方
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
南
に
四
国
山
脈
（
石

槌
山
、
剣
山
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
中
国
地
方
が
北
風
を
防

い
で
く
れ
る
関
係
で
、
気
候
温
暖
に
し
て
一
年
中
生
活
し

易
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
土
地
柄
は
事
の
ほ
か
人
情
味
豊
か

で
、
空
海
（
弘
法
大
師
様
）
が
生
誕
な
さ
れ
た
ご
と
く
、

我
が
家
に
お
い
て
も
家
族
団
欒
で
楽
し
く
、
毎
日
笑
い
声

が
家
内
中
に
充
満
し
て
い
ま
し
た
。

学
業
も
義
務
教
育
終
了
後
、
高
等
科
を
経
て
社
会
人
と

な
り
、
町
の
青
年
会
に
入
り
、
近
隣
の
織
物
会
社
に
勤
め

ま
し
た
。
週
三
日
、
夕
方
か
ら
青
年
学
校
に
通
学
し
、
卒

業
時
に
は
最
優
秀
で
あ
る
と
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
家
業
は

地
味
が
豊
か
で
す
か
ら
農
業
が
大
半
で
し
た
。
父
親
は
副

業
的
に
手
袋
製
造
会
社
に
勤
務
し
、
機
械
修
理
等
を
行
い

会
社
に
は
絶
対
必
要
な
人
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

世
は
ま
さ
に
軍
国
時
代
で
す
か
ら
、
一
に
軍
隊
、
二
に

軍
人
と
、
若
者
は
心
身
鍛
錬
、
精
神
修
養
と
身
体
も
心
も

お
国
の
為
に
と
教
え
ら
れ
導
か
れ
ま
し
た
。
私
も
申
し
ま

し
た
ご
と
く
働
き
、
青
年
団
で
も
活
動
し
、
柔
道
や
銃
剣

術
に
も
励
み
、
柔
道
二
段
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
十
九
歳
で
徴
兵
志
願
を
志
し
ま
し
た
。
大
川
郡
津

田
町
公
会
堂
で
適
齢
者
と
一
同
に
会
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
す
べ
て
終
了
し
ま
し
て
、
全
員
整
列
し
、
徴
兵
執
行

官
か
ら
、
一
人
宛
に
申
し
渡
し
が
あ
り
、「
向
山
正
数
、

甲
種
合
格
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
大
き
な
声
で

「
復
唱

向
山
正
数
、
甲
種
合
格
、
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
」
と
申
告
し
た
ら
「
元
気
よ
し
、
向
後
、
そ
の
気
合

483


